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此の度,尾 形先生が佛教大学での一応の一区切 りをお迎えになるとい うこと
を聞いて一瞬私は驚いた。しかし,次の瞬間,いつも若kし くお健やかな先生
のことを感心 しなが ら,私は納得 した。
先生のご研究は 『エマスンとソーロウの研究』,『エマスン研究』,『アメリカ
文学研究双書』 全五巻,『ルバイヤア ト』,『詩人エ ドガー ・アラン ・ボー』,
『ウォル ドー ・エマスン』 と枚挙にいとまがない。先生の研究領域の広さと深
さには驚くほかはない。
先生のご趣味が絵画や音楽 といった芸術趣味だけでなく腕時計や写真機など






た私が,研 究室をお訪ねしたときに受けた印象は今 もなお鮮やかに思い出す こ
とができる。確か,エ マスソに関する感想とか質問をと思って研究室の ドアを
ノックして開けた瞬間,私 は先生の堂kた る体格に圧倒された。当時,小 柄な
池田先生とは異なって研究室には青少年時代に柔剣道で鍛えられた尾形先生が
お られたのである。ともあれ,「先生,〔em?son〕はですね」 と私が切 り出す
と即座に,先生は 「〔駑asn〕です。」 と丁寧に繰 り返 し教えてくださった。そ
のうちに,厂 エマスンは膨大な日記を書いています」と先生が話して くださる
と,生意気盛 りで無鉄砲な私は,「 全部お読みにな りましたか?」 とか,エ マ
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スン研究を着kと 進めてお られた先生に対 して,「エマスン研究は研究者の数
だけあってもよいのではないでしょうか?」 とい う言葉を吐いてしまったが,









と激励して くださった り,「師を乗 り越えよ」とも勇気ずけてくださった。ま








先生の今後の益kの ご健勝とご多幸をひたす ら念 じ上げている次第です。
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